
1-1-1、1-2-1 次世代産業創出

1　事業の概要

①　成果目標（H26)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

1,360 1,241 1,360

実施方法 H26事業実績

県が関与
する理由

4,866

健康・医療分野における新製品開発のための試作開発件数:５件

Ｈ26 H27
目標

H25末
（実績） 目標 成果 達成状況

5

9,341 0

県のほか、国や支援機関等の補助制度等を「技術開
発支援制度のしおり」としてまとめ、補助事業等の活用
促進を図る（5,000部配布）。

事業番号 06 04 04 事業改善シート （26年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 中小企業技術開発促進事業 担
当
課

部局 産業労働部

現状
（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施は困難

「健康・医療」など成長産業分野の新技術・新製品の開発、早期事業化を促進し、県内中小企業の国際競争力の強化を図る。

企業には成長産業分野に係る高付加価値製品の開発が求められているが、県内中小企業は、開発資金の調達力が弱い。

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目

合計 11,360

H26 H27

（当初） （決算） （当初）

県内中小企業が医療機関や福祉・介護施設等と連携
して行う試作開発に補助（６件）

10,000

２．事業化、発展段階にある
新技術・新商品開発の支援

直接

県でなければ実施不可（その他）
【左記の説明、根拠法令等】

研究開発案件の審査等、企業秘密を扱うことから、公的組織が実施する必要がある。

10,582 1,360

総合５か年
計画

プロジェクト  E-mail mono@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
１－１　信州をけん引するものづくり産業の創出

目指す姿

課・室 ものづくり振興課

1 成長産業の創出 実施期間 H22 ～

１．新技術・新商品の試作開発 補助金

11,360 1,360

10,000

2

26年度 27年度

当初予算 5,116

補正予算 10,000

区　　分（単位：千円） 24年度 25年度 成果目標の達成状況

項目

試作開発件数(件) 達成5 6

Aの
財源

4,866 21,360

10,000 10,000

5,116 4,866 11,360 1,360

合計（A) 5,116 11,360

概　算
人件費

0.20 0.20 0.20 0.20

1,652

5,052 4,693 10,582

1,652

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施
今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

県内中小企業の成長産業分野に係る新技術・新製品開発力向上を促進するため、引き続き当事業を推進する。

目標に対
する成果
の状況

試作開発件数が、目標の５件に対して６件と上回った。

 概算事業費（B（A）+C） 6,704 6,345 12,234 13,012

1,652 1,652

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

予
算
額

前年度繰越


